
校 長 花 田 雅 典

晴天の中、第４６回の学校祭が開催され成功のう

ちに終了いたしました。保護者・地域の皆様、ま

た関係各位にお礼申し上げます。ありがとうござ

いました。

今年は、上級生はもちろん、１年生のまとまり

や発表力に目を見張るものがありました。［祭り］

としての盛り上がりと教育活動としての成果が大

きく現れたと感心しております。生徒諸君の頑張

りに大きな拍手を贈ります。

＜ルーイエナ高校生との交流と本校生のルーイエ

ナ派遣＞

ルーイエナ高校生４名が来町し本校で英語授

業、学校祭「よさこい」・「羽衣太鼓」に参加。生

徒と交流しました。８月下旬からは、本校３年生

佐藤華音さん・２年生山口敦司君の２名が東川町

のご支援を受けて約２週間、ルーイエナ町に派遣

され交流研修します。短い期間ですがしっかりと

成果を上げてくれるものと期待しています。

＜百万本のバラ・・・＞

ルーイエナから１８名の訪問団が東川町を訪

れ、１７日、パーティが開かれました。そのなか

で、訪問団の女性が、加藤登紀子が歌う［百万本

のバラ］の原曲［マーラが与えた人生］を歌いま

した。この曲は、加藤登紀子はじめ多くの歌手が

歌っていますがいち早く歌ったのは、稚内におら

れた兵藤ニーナさんです。平成２３年度の高P連

［高校生と語る集い］（稚内）で、兵藤さんの歌

声をお聞きし感動したことが思い出されました。

原曲が「マーラが与えた人生」というラトビア

の歌だとはじめて知りとても興味深く感じました

のでどんな詩か調べてみました。（黒沢 歩さん

が訳された詩を紹介します。）

子供のころ泣かされると

母に寄り添って

なぐさめてもらった

そんなとき母は笑みを浮かべてささやいた

「マーラは娘に生を与えたけど幸せはあげ忘れた」

時がたって、もう母はいない

今は一人で生きなくてはならない

母を思い出して寂しさに駆られると

同じことを一人つぶやく私がいる

「マーラは娘に生を与えたけど幸せはあげ忘れた」

そんなことすっかり忘れていたけど

ある日突然驚いた

今度は私の娘が

笑みを浮かべて口ずさんでいる

「マーラは娘に生を与えたけど幸せはあげ忘れた」

作詞レオン・ブリエディス 作曲ライモンズ･パウルス

（※マーラとは、ラトビアに伝わる聖母）

この歌には、旧ソ連の支配下にあったラトビア

つらく厳しい歴史があります。当時は、自由にも

のも言えず、そっと歌に忍ばせて抵抗を試みてい

たラトビア。国の独立をかけた歴史の中にこの歌

はあるのですが私は、素直に親が子の幸福を願う

深く強い思い、また幸福を得るためのひたむきな

努力の大切さを教えていると感じました。

東川町の支援の中、進められているラトビア共

和国・ルーイエナ高校との交流をいっそう充実発

展させるためにゆっくりと着実にその絆を強いも

のとしていきたいと思っています。

（たいせつのふもと）
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今年も、最大の学校行事である学校祭が終了

しました。例年、「東川町郷土芸能羽衣太鼓保存

会」様のご指導で、前夜祭では１年生から３年

生まで合わせて１７名の生徒とラトビアからの

留学生２名が、練習の成果を披露しました。そ

の後は、よさこいの舞いの披露があり、、全校生

徒 か ら 声

援 と 惜 し

み な い 拍

手 が 送 ら

れ 、 学 校

祭 が ス タ

ー ト し ま

した。

東 川 高

校の伝統である、「ねぷた」行進は、各クラスと

も、羽衣太鼓のリズムに合わせてかけ声をかけ

ながら、笑

顔で町内を

歩 き ま し

た。また、

今年もＰＴ

Ａねぷた作

成に延べ２

０６人の保

護者の方々が参加していただき、生徒のねぷた

の後方から、ともに行進しました。学校行事へ

のＰＴＡの積極的な参加について、この場をお

借りして、感謝申し上げます。町の方々も沿道

から観覧し。声援をいただき、誠にありがとう

ございました。

地域、保護者の皆様には、２日目の一般公開で、

展示、お茶会、ステージ発表等、生徒の活動を

見ていただき、クラスの露店にも数多く足を運

んでいただきました。今後とも本校の活動に御

理解、御支援のほどをお願い申し上げます。

◎学校祭結果

総 合 ねぷた 写 真 ク ラ ス

パフォーマンス

１位 ３Ａ ３Ｂ ２Ｂ ３Ｂ

２位 ３Ｂ ３Ａ ３Ａ ３Ａ

３位 ２Ｂ ２Ｂ ３Ｂ ２Ｂ

6月２７日（木）～８月５日（月）まで東川

町でラトビア・ルーイエナからの留学生を受け

入れており、本校でもラトビアの高校生と交流

する機会が多

くありました。

最初は７月８

～９日に留学

生４名が本校

を訪れ、英語

を使って、母

国ラトビアを

紹介する授業

を１年と３年で行いました。その後は、学校祭

準備期間中で

あったので、

ねぷたの作成

・和太鼓・よ

さこい等、生

徒やＰＴＡと

交流を深めな

がら作業を行

いました。

本校生徒にとって、異文化を理解し、他者と

共感する心を育む良い機会なりました。

８月の主な行事

１９日（月）始業式・身だしなみ指導 ２4日（土）全国総合模試・高看模試

夏休み明けテスト 高２看護模試

玄関指導(２３日まで) ２７日（火） 就職推薦会議①

２０日（火）面接事前指導 ２８日（水）高文連美術大会

２１日（水）就職面接指導(２３日まで) ２９日（木）１年第１回進路ガイダンス

２２日（木）ガイドヘルパー講座開講式 ３０日（金）防災点検

２３日（金）せせらぎ水路清掃（３年） ３年地域学習Ⅱ

＊夏休み期間中には、進路講習やホームヘルパー２級講座等（７/２５～８／２）も行います。


